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失
策
セ
思
ひ
出
し
、
家
内
に
も
再
ー
ニ
そ
の
談
を
し
た
が
、
今
松
山
君
に
つ
い
て
の
憶
出
を
綴
る
マ
」
、
時
節
も

T
度
夏
の

こ
と

A

て、

松

山

博

士

を

追

懐

す

大、
（
八
月
二
十
日
）

松
山
博
士
が
東
京
帝
諷
大
學
文
科
大
學
の
漠
學
科
を
卒
業
さ
れ
た
の
は
明
治
＿
二
十
年
七
月
で
あ
っ
た
、
私
は
其
の
翌

三
十
一
年
の
七
月
に
卒
業
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
學
に
在
つ
て
は
唯
二
筒
年
間
共
に
學
ん
だ
の
み
で
あ
っ
て
、
同
数

室
に
於
て
先
師
島
田
箪
村
先
生
の
講
義
を
認
い
た
こ
ご
も
大
分
あ
っ
た
が
、
大
學
以
前
に
も
京
都
の
第
三
高
等
中
學
校

在
學
中
に
も
同
學
校
に
は
居
っ
た
け
れ
ざ
も
、
餘
．
i

親
し
く
は
知
．
り
ま
せ
ん
で
し
た
0

博
士
の
漠
學
科
の
同
年
生
は
赤

沼
金
殿
、
白
川
鯉
洋
、
多
城
萬
助
、
上
田
最
二
等
の
諸
君
で
あ
っ
て
人
数
は
少
な
か
っ
た
0

私
の
入
學
し
た
年
に
は
偶

然
に
も
十
三
名
ご
云
ふ
多
数
の
漠
學
専
攻
者
が
あ

b
ま
し
て
島
田
先
生
も
初
封
面
の
時
に
今
年
は
大
褒
多
い
こ
日
は
れ

た
程
で
あ
っ
た
、
此
時
は
遼
東
宇
島
を
取
っ
た
頃
で
漠
學
氣
分
が
浪
つ
た
勢
で
あ
ら
う
こ
云
ふ
者
も
あ
っ
セ
、
赤
沼
金

蔵
中
尉
は
話
を
す
れ
ば
必
ら
す
遼
東
宇
島
占
領
の
功
名
談
が
出
る
の
で
赤
沼
君
を
綽
名
し
て
遼
東
半
島
ご
謂
つ
て
白
川

松
山
博
士
な
逍
懐
す

一
番
に
こ
の
出
末
事
が
胸
に
浮
ん
で
末
る
。

高

瀬

武

次

耶



一
年
許
の
間
に
は
私
は
博
士
と
極
て
親
し
く
知
り
合
ひ
よ
し
た
。

松
山
博
士
な
追
鶴
す

君
や
博
士
も
興
し
て
居
っ
た
こ
こ
を
追
憶
し
ま
す
、
私
が
博
士
さ
能
（
知
り
合
っ
た
の
は
大
學
在
學
中
で
あ
る
が
、
其

後
ち
私
が
大
學
を
卒
業
し
た
年
即
ち
明
治
三
十
一
年
の
夏
に
箪
村
先
生
は
易
笠
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
績
き
島
田
家
に
於

て
は
先
生
の
遺
稿
ャ
整
理
さ
れ
る
こ
ご
の
計
蜜
が
あ
り
ま
し
た
、
其
時
は
孝
子
島
田
鈎
一
君
を
始
さ
し
、
安
井
小
太
郎
、

服
部
宇
之
吉
、
狩
野
直
喜
、
松
山
直
蔵
四
氏
に
私
も
席
末
に
列
し
て
、
毎
日
曜
日
の
午
前
十
時
頃
か
ら
午
后
一
一
一
時
頃
ま

で
小
石
川
謳
の
小
日
向
憂
町
島
出
家
斐
桂
精
含
に
集
會
し
て
先
生
の
逍
稿
の
編
繰
に
従
び
、
約
一
年
餘
も
緞
績
し
た
と

記
憶
し
ま
す
、
其
逍
稿
は
家
に
蔵
せ
ら
れ
、
漢
文
の
分
は
敷
年
前
島
川
家
か
ら
刊
行
さ
れ
槃
村
先
生
逍
稿
マ
J

日
ふ
、
此

叉
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
四
十
年
前
後
ま
で
東
京
に
研
娠
會
こ
日
ふ
罷
學
を
研
究
す
る
會
が
あ
っ
て
毎
月
一
回
集
會

し
て
居
つ
た
0

博
士
も
私
も
同
じ
く
會
員
で
あ
り
ま
し
た
、
猶
此
會
の
外
に
松
山
氏
の
宅
の
み
で
開
い
た
研
究
會
も
あ

b
ま
し
た
、
其
頃
は
博
士
は
浪
人
で
時
間
が
多
く
あ
っ
て
頻
り
に
讀
省
し
て
居
り
、
研
究
心
は
最
も
旺
盛
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
家
は
小
石
川
謳
の
砲
兵
工
廠
の
西
の
方
、
江
戸
川
の
屈
曲
し
た
部
分
の
北
側
の
邊
に
在
る
生
垣
の
家
で
あ
っ
た
、

其
時
に
は
御
母
堂
も
令
妹
も
、
令
弟
小
怨
潔
君
も
同
居
さ
れ
て
あ
っ
た
0

御
舟
堂
は
五
十
前
後
の
人
ご
見
わ
た
、
殿
君

の
寓
奥
が
掛
け
ら
れ
て
あ
っ
た
様
に
記
憶
す
る
0

其
頃
に
は
博
士
は
讀
書
の
時
間
は
充
分
に
あ
っ
た
や
う
で
し
た
が
、

歌
入
の
道
は
殆
ざ
な
か
っ
た
、
或
時
の
話
に
今
年
は
最
早
百

OOも
喰
込
ん
だ
ご
謂
つ
て
居
ら
れ
た
。
其
頃
の
百
圃
は
な

か

lヽ
貴
か
っ
た
、
其
後
ち
博
士
は
澗
も
な
く
就
職
さ
れ
た
、
此
時
の
小
研
究
會
に
は
博
十
こ
狩
野
直
喜
君
、
其
他
博

1
0
 



松
山
博
士
を
追
憶
す

士
さ
同
年
の
卒
業
者
で
私
も
之
に
加
っ
た
、
但
し
此
會
は
積
々
な
事
情
で
永
く
ぱ
績
か
な
か
っ
た
が
、
是
れ
は
博
士
一

人
の
主
唱
の
研
究
會
で
あ
っ
た
か
ら
如
何
に
講
學
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
を
卜
佃
す
る
に
足
る
。

小
巻
潔
君
は
博
士
の
令
弟
で
あ
っ
て
＂
極
て
酷
似
し
た
兄
弟
で
、
盟
格
も
性
質
も
其
儘
の
や
う
で
あ
っ
た
、
同
君
は

高
等
工
業
學
校
を
卒
業
さ
れ
た
が
、
脳
病
で
没
せ
ら
れ
た
ご
聞
い
て
居
り
ま
す
、
博
士
の
御
母
堂
は
極
て
巌
格
な
る
家
庭

数
育
を
施
さ
れ
た
。
博
士
が
人
並
勝
れ
て
厳
格
で
行

11
の
正
し
い
の
は
全
く
舟
上
の
躾
に
由
る
さ
思
ふ
、
私
は
父
君
は

全
く
紐
ら
ぬ
が
、
母
君
は
可
な

b
能
く
知
つ
て
居
b
ま
し
た
、
捕
士
は
非
常
な
孝
行
者
マ
J

し
て
親
の
命
に
は
絶
到
に
服

従
さ
れ
て
孝
養
を
圃
ま
れ
た
の
で
あ
り

3
す
。

博
士
の
令
姪
に
橋
本
慶
治
君
こ
云
ふ
人
が
あ
る
、
博
士
は
何
さ
思
ふ
た
か
、
慶
治
君
を
私
の
宅
へ
預
か
つ
て
欲
し
い

ご
云
ふ
て
、
本
郷
翫
森
川
町
一
番
旭
唐
橋
通
の
拙
宅
へ
連
れ
て
来
ら
れ
た
、
同
村
は
兵
庫
縣
明
石
町
の
人
で
農
學
校
ャ
卒

業
し
て
東
京
へ
出
た
時
の
事
で
あ
っ
て
、
十
八
九
歳
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
、
怜
悧
な
る
好
き
少
年
で
頗
ろ
勉
強
家
で
あ
り

ま
し
た
、
其
頃
に
は
私
の
宅
に
は
高
知
市
の
人
で
北
村
義
正
y
J

云
ふ
學
生
も
居
た
、
米
國
へ
往
っ
た
が
其
後
の
消
息
は

畑
ら
ぬ
、
又
愚
弟
青
木
保
も
居
つ
た
、
保
は
今
東
大
工
學
部
の
放
授
で
あ
り
ま
す
、
慶
治
君
は
其
後
ち
農
商
務
省
に
出

て
随
分
根
氣
能
く
勤
労
し
漸
次
昇
進
し
て
高
等
官
9
J

鴬
つ
て
今
は
盛
ん
に
活
動
し
て
居
る
0

博
士
は
慶
治
君
の
今
日
あ

る
を
喜
び
私
の
泄
話
に
頼
る
か
の
如
く
常
々
戚
謝
さ
れ
て
私
は
却
つ
て
痛
み
入
っ
て
居
つ
た
の
で
す
、
序
で
す
が
、
慶

治
君
の
父
君
は
橋
本
市
蔵
竺
云
ひ
、
明
石
町
に
住
せ
ら
れ
先
年
没
せ
ら
れ
た
、
同
君
の
母
君
は
今
御
偉
在
で
あ
り
ま
す
、



松
山
博
士
を
追
襲
す

忘
れ
も
せ
ぬ
が
、
去
る
頃
博
士
の
終
焉
に
先
だ
っ
五
六
日
前
に
．
私
が
大
阪
の
鳥
潟
病
院
に
博
士
を
見
舞
つ
た
時
に
は

博
士
の
令
夫
人
ど
＂
慶
治
君
の
母
君

Y
J

令
弟
橋
本
煤
君
ご
博
士
の
令
息
党
君
マ
J

が
看
誰
さ
れ
て
あ
っ
た
、
大
病
で
六
拾

日
に
近
く
病
床
に
横
つ
て
居
る
博
士
は
痛
た
さ
う
に
釧
宿
し
た
手
を
伸
ば
し
蒲
固
の
片
開
を
上
げ
て
指
し
彼
所
に
慶
治

の
老
母
も
末
て
居
る
ご
て
紹
介
の
努
を
取
ら
れ
た
、
私
は
初
て
掘
君
ご
面
會
し
ま
し
た
、
舟
君
は
町
疇
に
も
板
の
間
に

危
座
し
て
御
挨
拶
を
さ
れ
、
慶
治
君
の
世
話
に
な
っ
た
こ
ご
か
ら
色
々
さ
述
べ
ら
れ
た
、
私
は
四
五
分
間
で
病
室
を
僻

去
し
ま
し
た
が
、
博
士
は
非
常
に
衰
溺
さ
れ
て
居
た
け
れ
ざ
も
、
徐
か
に
話
さ
れ
た
か
ら
段
々
阿
復
さ
る
>
な
ら
ん
さ

却
説
、
話
は
初
に
返
り
ま
す
が
、
博
士
が
廣
島
の
高
等
師
範
學
校
敢
投
ご
な
ら
れ
て
か
ら
會
談
す
る
機
會
は
少
か
つ

た
が
、
大
正
五
年
頃
か
ら
は
悛
箇
堂
に
末
ら
れ
て
屡
面
會
し
ま
し
た
が
別
に
記
す
べ
き
こ
さ
も
な
く
講
演
の
事
や
講
學

上
の
話
で
あ
っ
た
｀
學
位
論
文
提
出
の
事
は
西
村
碩
園
博
士
の
切
な
る
勧
告
に
従
ふ
た
も
の
で
あ
る
事
は
博
士
の
直
話

で
し
た
、
論
題
は
『
宋
代
五
子
哲
學
』
さ
云
ふ
の
で
あ
っ
た
、
三
通
の
論
文
を
鐵
筆
で
認
め
た
の
は
永
野
政
穂
ご
云
ふ
老

人
で
洛
北
下
鴨
に
住
ん
で
居
た
が
今
は
既
に
彼
泄
の
人
こ
な
っ
た
、
論
文
提
出
後
の
博
士
の
思
案
の
一
端
を
知
る
為
に

薮
通
の
書
面
を
掲
げ
ま
せ
う
。

『
丼
啓
時
下
初
夏
之
候
念
御
消
安
之
條
卒
恭
賀
候
野
生
幸
に
無
異
乍
憚
御
放
念
被
下
度
候
却
説
邁
嗣
大
學
御
卒
業
被
成

候
由
慶
直
の
至
に
寧
存
候
豚
兒
も
幸
に
高
智
學
校
卒
業
致
候
在
京
中
は
毎
々
御
提
誨
を
辱
う
致
し
御
蔭
に
て
今
H
に
至

思
ひ
し
に
此
面
談
が
終
に
此
の
世
の
御
別
れ
さ
な
り
ま
し
た
。
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右
の
一
通
は
大
正
十
五
年
六
月
入
日
の
書
簡
で
あ
り
ま
す
＂
叉
次
の
如
く

b
候
事
戚
紺
の
至
り
に
不
堪
候
東
京
之
方
は
失
敗
致
九
州
之
方
に
入
學
致
申
候
先
日
上
洛
之
糊
御
謙
労
御
伺
申
上
侯
慮

乍
序
弟
論
文
審
査
疑
過
叫
何
に
相
成
居
候
哉
或
は
故
Q

0
（
名
を
秘
す
）
と
同
述
命
に
在
る
に
非
す
哉
y
J

存
危
棋
之
成
打

之
代
御
泊
息
御
洩
し
被
下
候
半
を
得
ば
幸
甚
に
存
候
勿
々
不
遊
五
月
初
六
松
山
直
咀
首
高
瀬
道
兄
尊
右
』

『
邦
啓
本
＂
は
毎
堂
虻
座
失
磯
仕
候
久
振
に
て
心
友
に
避
泥
懇
談
之
機
會
を
得
欣
悦
に
存
候
却
説
先
日
御
尋
申
上
候
低

御
逗
事
艇
芝
本
日
も
何
等
御
話
無
之
よ
り
察
す
る
に
何
等
か
打
明
御
話
難
出
来
事
に
て
打
之
候
半
哉
桑
原
兄
よ
り
承
及

候
へ
ば
弟
論
文
之
主
査
褻
更
之
事
有
之
貴
兄
よ
り
狩
野
兄
之
方
へ
移
り
候
由
同
君
之
弟
論
文
に
封
す
る
意
見
杯
老
兄
御

聞
及
も
有
之
候
は
ャ
御
洩
し
被
下
度
希
上
候
審
査
之
事
は
尤
も
厳
正
公
平
癒
も
私
情
セ
挟
む
を
許
さ

r
る
事
な
れ
ば
可

否
共
に
何
等
不
悩
セ
抱
く
べ
き
飾
合
の
儀
に
無
之
候
へ
ば
何
卒
右
御
内
報
之
程
奉
希
上
候
先
は
右
御
願
迄
如
此
に
御
座

椀
乍
末
箪
皆
々
様
へ
宜
敷
御
致
聾
之
程
希
上
候
勿
々
不
造
六
月
入
日
弟
直
頓
首
愧
軒
老
兄
侍
史
』

『
設
墨
邦
誦
仕
侯
時
下
厳
寒
之
候
愈
御
消
詳
本
恭
賀
候
其
後
は
打
紐
御
無
昔
に
打
過
申
候
段
御
宥
し
被
下
度
候
毎
々
責

意
に
揖
け
ら
れ
候
事
深
謝
之
至
に
不
堪
候
御
新
宅
落
成
御
移
居
之
御
慶
有
之
候
由
奉
賀
候
何
れ
上
洛
の
節
御
邪
脱
仕
度

存
申
候
先
は
右
謝
哀
申
這
度
如
此
に
御
座
候
勿
々
不
蓋
昭
和
二
年
一
月
一
二
拾
日
松
山
直
頓
首
高
瀬
學
兄
侍
史
」

松
山
博
士
を
追
鶴
す

右
の
一
通
は
大
正
拾
五
年
五
月
六
日
の
帯
簡
で
あ

b
ユ
ニ
す
、
叉

御
上
京
中
に
て
不
得
邦
眉
遺
撼
に
奉
存
候



松
山
博
士
な
迫
饂
す

右
の
「
通
は
私
が
博
士
か
ら
得
た
最
後
の
書
面
で
あ
っ
た
。
上
洛
云
々
と
あ
る
も
途
に
御
末
宅
は
な
か
っ
た
、
此
頃
か

ら
幾
分
御
病
氣
で
あ
っ
た
こ
記
憶
し
ま
す
。

叉
博
士
が
如
何
に
注
意
深
く
懐
徳
堂
の
講
學
に
氣
を
配
ら
れ
た
か
を
察
す
る
に
足
る
一
通
が
あ
り
ま
す
。

『
貴
簡
弁
誦
仕
候
陳
は
末
六

H
は
正
午
迄
御
授
業
有
之
午
後
一
一
一
時
過
な
ら
で
は
御
末
堂
雛
出
末
御
由
に
て
先
日
御
願
申

上
候
俄
御
快
諾
不
被
下
候
得
共
萬
一
之
場
合
は
時
間
遅
く
マ
J

も
其
れ
に
て
御
願
申
候
事
マ
J

も
可
相
成
ご
存
候
へ
ば
何
卒

御
準
備
丈
御
顧
申
上
度
是
も
萬
一
の
場
合
を
考
へ
て
の
事
に
御
坐
候
間
左
様
御
含
置
被
下
度
願
上
候
先
は
右
の
み
餘
は

期
弁
眉
申
候
勿
々
不
遊
拾
月
七
日
松
山
直
蔵
頓
酋
高
瀬
武
次
郎
様
侍
史
』

此
時
は
大
正
十
五
年
十
月
七
日
で
あ
っ
て
、
十
一
月
六
日
の
例
祭
の
講
演
の
事
で
あ
っ
た
、
藤
井
健
治
郎
、
狩
野
直
喜

服
部
宇
之
吉
一
ー
一
博
士
が
常
日
の
講
師
で
あ
る
の
だ
か
ら
普
通
な
ら
ば
一
人
跛
け
て
も
二
人
あ
る
か
ら
マ
J

云
ふ
が
、
博
士

は
必
ぎ
二
人
さ
廣
告
し
た
通
の
敦
に
合
は
す
と
云
ふ
積
で
補
，
只
を
備
て
置
く
の
で
あ
っ
た
、
堂
務
に
忠
賓
な
り
し
こ
ご

想
見
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。

博
士
は
加
納
治
五
郎
氏
の
請
道
館
'
y
J

云
ふ
塾
に
入
b
て
柔
逍
を
稽
古
さ
れ
た
、
喜
田
貞
吉
君
、
小
田
省
吾
君
な
79

」
は
其

逍
の
友
で
あ
っ
た
マ
J

常
に
話
さ
れ
て
居
た
、
廣
島
在
職
の
頃
に
は
某
栂
師
に
滲
輝
し
た
事
も
あ
っ
た
活
を
聞
い
た
、
北

條
時
敬
氏
に
は
痛
く
戚
心
し
て
居
た
、
心
身
の
螢
冶
に
は
深
く
意
を
用
ひ
ら
れ
、
専
攻
の
宋
學
研
究
上
よ
b
も
充
分
の

修
脊
を
蹟
ま
れ
た
か
ら
、
全
く
稜
角
の
取
れ
た
圃
熟
の
人
で
あ
っ
た
、
好
個
の
道
學
者
で
あ
っ
た
、
世
の
中
に
ぱ
温
厚
篤

一
四



掛
け
た
い
マ
J

云
い
な
が
ら
遂
に
果
さ
な
か
っ
た
。

ごユ

寅
ミ
K
ふ
形
容
詞
の
常
て
鉗
ま
る
人
も
あ
る
が
博
士
の
如
く
此
の
四
文
字
が
適
合
す
る
人
は
稀
で
あ
ら
う
マ
J

思
っ
た
、

私
に
は
其
に
得
難
い
心
友
で
あ
っ
て
、
是
れ
か
ら
愈
盆
相
互
に
請
學
の
友
た
ら
ん
さ
す
る
秋
に
博
士
に
先
だ
ヽ
れ
た
こ

マ
」
は
誠
に
悲
i

品
の
極
で
あ
る
が
、
天
壽
は
致
方
も
な
い
か
ら
、
せ
め
て
は
常
年
を
追
想
し
つ
>
謡
道
に
軸
み
ま
せ
う
。

大
正
十
四
年
秋
私
が
支
那
旅
行
か
ら
蹄
つ
て
間
も
な
く
博
士
が
訪
問
さ
れ
た
時
さ
記
倍
す
る
が
種
々
の
雑
談
の
中
に
博

士
は
偶
然
『
僕
は
五
年
の
内
に
死
ぬ
』
こ
謂
は
れ
た
、
其
時
私
は
之
を
聞
い
て
髪
な
こ
さ
を
云
ふ
こ
マ
J

よ
思
っ
た
が
、
人

問
の
壽
命
は
御
互
に
分
ら
ぬ
、
誰
が
先
に
死
ぬ
か
分
る
4
ん
で
は
な
い
、
君
は
な
か

l
＼
充
年
や
十
年
で
死
ぬ
も
の
か

竺
ぞ
ふ
て
紛
ら
し
た
こ
こ
が
あ
っ
た
、
博
士
は
冗
談
を
云
ふ
た

b‘

滑
稽
な
こ
マ
J

を
す
る
人
で
は
な
か
っ
た
、

一
言
一

行
が
悉
く
奥
面
目
で
、
誠
賓
其
物
で
あ
っ
た
、
今

H
か
ら
考
へ
る
こ
博
士
の
死
の
豫
言
が
常
つ
た
の
は
身
骰
に
何
か
溺

貼
を
痛
威
し
て
居
っ
た
ら
し
い
、
博
士
は
丈
は
高
い
方
で
は
な
か
っ
た
が
、
見
た
所
柔
逍
家
ら
し
い
ド
ッ
シ
リ
し
た
慨

格
で
顔
色
も
好
く
、
肥
涵
し
て
居
た
か
ら
、
弱
く
は
見
わ
な
か
つ
た
が
、
廣
島
で
二
回
も
腹
部
に
大
手
術
を
受

n
ら
れ

た
事
が
あ
っ
て
、
自
分
は
普
通
の
身
盟
で
は
な
い
ご
平
生
云
は
れ
て
居
つ
た
、
鼻
頭
の
赤
か
り
し
は
何
か
の
中
誨
で
あ

っ
た
こ
思
ふ
が
、
博
士
は
酒
は
飲
ま
な
か
っ
た
、
長
途
旅
行
に
は
堪
へ
ら
れ
な
い
<
J

思
ふ
て
、
支
那
旅
行
も
今
に
も
出

欲
↓
て
云
へ
ぱ
限
り
は
な
い
が
。
博
士
も
せ
め
て
、
令
息
党
君
が
大
學
卒
業
ま
で
生
て
居
つ
た
ら
と
も
思
ふ
が
、
幸
呑
君

は
今
は
禍
岡
大
學
の
法
文
學
部
の
第
二
回
生
で
勉
強
家
で
あ
る
か
ら
二
年
の
後
に
は
卒
業
さ
れ
る
し
；
令
姪
橋
本
焼
君

松
山
博
士
を
追
憾
す



も
博
士
の
監
督
窯
陶
の
下
に
勉
學
し
今
は
同
じ
く
法
文
澤
部
の
第
三
回
生
で
あ
る
か
ら
末
春
は
卒
業
す
る
、
叉
未
亡
人

は
廣
島
で
放
育
家
と
し
て
勤
め
て
居
ら
れ
た
人
で
あ
る
か
ら
放
育
上
の
事
は
能
＜
佃
ら
れ
、
今
は
一
鵬
岡
の
方
へ
二
君
こ

共
に
移
居
し
て
二
君
の
世
話
を
し
て
居
ら
-
9
>
か
ら
安
心
で
あ
る
、
博
士
も
地
下
に
瞑
し
て
可
へ
L,'tJ'.:'.心
ふ
、
是
れ
も

亦
欲
を
云
ふ
様
で
あ
る
が
、
論
文
に
封
す
る
文
學
博
士
の
琥
も
夙
さ
に
帝
領
す
べ
き
賓
力
は
充
分
に
あ
っ
た
が
、
色
々

の
事
情
で
終
路
の
前
一
日
に
受
領
さ
る
>
こ
さ
；
な
っ
た
、
此
の
懺
は
何
時
ま
で
も
残
る
が
、
兎
に
角
、
學
位
を
得
ら

れ
て
以
て
懐
穂
堂
を
飾
ら
れ
、
同
堂
歴
代
の
諸
低
と
共
に
永
く
祀
ら
る
>
は
亦
以
て
學
者
の
光
榮
ぐ
J

す
べ
き
こ
さ
で
あ

『
空
堂
に
続
を
講
す
る
覺
悟
で
あ
る
』
マ
こ
は
博
士
が
廣
島
か
ら
懐
偉
堂
へ
移
る
時
の
語
で
あ
っ
た
、
此
の
堅
き
決
心
で

就
任
し
大
に
壺
力
さ
れ
た
か
ら
、
な
か
ー
＼
空
堂
講
純
ざ
こ
ろ
で
は
な
い
、
常
に
多
敷
の
陀
講
者
が
あ
っ
て
浪
陪
の
人

士
に
多
大
の
益
を
興
へ
つ
A

十
有
餘
年
セ
続
過
し
盆
隆
昌
に
向
ひ
つ
ヽ
あ
る
の
は
博
士
の
力
が
多
に
居
る
、
外
か
ら
見

て
居
る
さ
勤
め
過
ぎ
る
程
に
勤
め
て
居
ら
れ
た
、
堂
務
経
特
も
容
易
の
事
で
は
な
か
っ
た
が
書
博
士
の
人
格
は
最
も
善

く
懐
徳
堂
敢
授
に
適
合
し
て
居
っ
た
畜
温
良
恭
倹
譲
さ
云
ふ
五
字
は
門
人
が
孔
夫
子
を
評
し
セ
語
で
あ
っ
て
誰
で
も
が

此
の
五
字
に
常
る
こ
こ
は
出
末
な
い
様
に
も
思
ふ
が
、
私
が
博
士
を
見
る
マ
J

五
字
な
が
ら
悉
く
常
て
得
る
や
う
で
あ
り

ま
す
、
博
士
は
醇
個
で
あ
っ
た
、
世
に
は
博
覧
強
記
の
人
は
少
く
な
い
が
、
先
儒
の
典
型
を
保
つ
て
道
を
自
任
す
る
者

は
近
末
博
士
の
如
合
は
な
い
で
あ
ら
う
、
博
士
は
乖
氣
の
な
い
人
、
機
心
の
な
い
人
で
あ
っ
た
、
逍
に
純
白
な
人
で
あ

り
ま
す
。 扱

山
隙
七
な
迫
懐
す

1
1
^
 



生
セ
愛
し
た
、
之
れ
に
封
す
れ
ば
春
風
裏
に
坐
す
る
の
戚
が
あ
っ
た
。

1

七

一
見
し
て
君
子
人
た
る
こ
ご
が
分
る
人
で
あ
っ
た
、
全
く
穣
の
人
で
~
人
に
賛
し
て
は
現
切
を
極
め
、
詭
＜
學

博
士
は
弟
子
の
提
海
に
は
深
く
意
を
注
が
れ
た
か
ら
弟
子
も
亦
之
に
信
服
し
て
居
た
、
中
に
は
熟
心
な
勉
強
者
も
出

た
、
其
の
一
例
こ
し
て
畢
げ
る
ご
、
懐
磁
堂
の
開
堂
以
来
一
時
間
も
鋏
席
せ
す
に
如
講
す
る
女
弟
子
の
今
川
女
史
こ
云

ふ
の
が
あ
る
、
熱
心
に
研
究
す
る
か
ら
學
力
も
漸
次
壻
進
し
、
白
文
の
漢
文
の
本
も
容
易
に
讀
み
得
ろ
様
に
な
っ
て
、

女
史
は
十
三
経
註
疏
を
支
那
か
ら
買
ひ
求
め
て
片
端
か
ら
設
破
し
て
居
り
、
又
種
々
の
講
義
も
認
て
知
識
も
豊
か
に
な

っ
た
ら
し
い
、
博
士
が
同
堂
の
書
籍
盤
理
に
も
助
手
'
y
J

し
て
分
類
目
録
を
他
の
男
子
の
弟
子
'
y
J

共
に
骨
折
つ
て
作
っ
た
、

女
史
は
家
庭
が
天
理
放
の
熱
心
な
倍
者
で
布
敢
に
従
事
し
て
居
る
の
み
な
ら
す
、
本
人
も
一
生
獨
身
生
活
を
し
て
敢
祖

の
志
セ
緞
ぎ
廣
＜
布
敢
し
た
い
マ
J

日
つ
て
居
る
、
博
士
は
此
女
史
の
結
婚
期
か
遅
く
な
る
ご
云
ふ
て
心
配
し
私
に
も
屡

話
が
あ
っ
て
、
大
學
出
の
支
那
に
闊
係
あ
る
學
問
を
す
る
人
を
配
偶
に
求
め
ん
'
y
J

し
、
某
氏
に
白
利
の
矢
を
向
け
ん
ご

欲
し
て
周
旋
を
頼
ま
れ
た
こ
マ
J

も
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
私
は
女
史
本
人
が
窪
志
が
な
い
さ
な
れ
ば
勘
め
て
結
婚
さ
せ
る

事
は
困
雛
で
あ
ら
う
か
ら
結
婚
問
題
は
止
め
て
女
史
が
讀
み
た
い
だ
け
讀
ま
し
た
ら
宜
か
ら
う
、
其
内
に
女
史
も
三
十

歳
を
越
ゑ
る
マ
J

漸
次
人
生
獨
身
生
活
の
寂
塞
を
威
じ
て
自
分
か
ら
配
偶
を
望
む
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
さ
云
ふ
た
、
大

正
十
三
年
の
秋
宇
野
哲
人
君
が
懐
篠
堂
の
請
演
に
末
た
時
に
も
女
史
の
話
が
出
て
、
宇
野
君
に
も
一
人
の
熱
心
な
漠
學

研
究
の
女
弟
子
が
あ
っ
て
、
結
婚
を
勤
め
て
も
聞
き
入
れ
す
、
口
〈
進
で
讀
書
に
耽
て
東
大
の
悲
講
生
に
も
な
つ
て
居
る
、

っ
た
、

松
山
博
士
を
追
懐
す



故
松
山
直
蔵
君
た
憶
ふ

今
川
女
史
ご
彼
女
こ
ば
若
し
怠
ら
な
け
れ
ば
東
西
相
封
し
て
女
流
漠
學
者
に
な
る
で
あ
ら
う
こ
話
し
た
、
今
私
が
之
を

書
く
の
は
軍
に
女
史
一
人
の
腐
め
で
は
な
い
、
博
士
の
薫
陶
を
受
け
た
同
堂
の
研
究
者
は
何
卒
逍
志
を
奉
し
て
熱
心
に

（
昭
和
二
年
九
月
上
旬
記
す
）

明
治
三
十
五
午
廣
島
高
等
師
紐
が
創
設
せ
ら
れ
て
、
北
條
校
長
始
め
放
官
事
務
員
合
せ
て
七
八
名
が
文
部
省
内
の
一

室
で
創
立
事
務
，
ぜ
執
つ
て
居
た
七
月
の
或

H‘

且
淡
杏
真
人
の
縞
某
費
店
に
絞
長
の
碑
伴
を
し
た
事
が
あ
る
。
其
時
校

長
は
宇
紙
を
竪
折
に
し
て
横
に
奇
麗
な
糾
桔
で
渓
紐
の
名
を
記
し
て
あ
る
幾
葉
か
の
祗
を
示
さ
れ
、
是
れ
は
投
業
開
始

迄
に
廠
品
に
来
任
す
べ
き
淡
文
改
官
の
提
出
し
た
も
の
だ
ご
告
げ
ら
れ
た
が
、
淮
マ
J

い
ふ
こ
ご
は
御
諄
し
な
か
っ
た
。

入
月
半
頃
廣
島
に
移
つ
て
間
も
無
く
其
人
も
末
任
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
松
山
君
で
あ
っ
た
°
爾
末
千
が
大
正
五
年
學

習
院
に
轄
任
す
る
迄
約
十
五
年
間
~
公
に
は
同
一
學
部
に
拗
務
し
て
闊
係
の
密
接
な
學
科
を
分
搬
し
、
始
終
放
官
室
セ

共
に
し
、
幾
回
か
講
習
セ
共
に
し
、
私
に
は
時
々
の
訪
詞
往
来
の
外
、
或
は
他
の
同
志
と
共
に
書
物
セ
會
磁
し
、
或
は

故
松
山
直
蔵
君
を
憶
ふ

勉
學
し
て
、
博
士
に
報
謝
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

堀

維
一
八

孝




